
  
 

第１０回関西・自治体シンクタンク情報交流会に参加しました  

一般社団法人日本計画行政学会関西支部が主

催された関西・自治体シンクタンク情報交流会に

参加しました。情報交流会は、関西圏における自

治体などのシンクタンクをメンバーとして、関西

の自治体シンクタンクにおける研究成果の発信

や意見交換の場として、開催されています。 

前回行われた情報交流会は Zoom で開催

されましたが、今回はコロナ禍以降初めて

の対面で実施され、同学会会員の大学教員

や民間の研究所員等から１５人が参加しま

した。４機関から昨年度の研究成果と今年

度の研究紹介が行われました。 

草津未来研究所からは、令和６年度に実

施した調査研究「人口減少社会を見据えた

２０４０(令和２２)年の草津市の姿に関す

る調査研究」の概要と、草津市市制施行７

０周年×立命館大学ＢＫＣ開設３０周年の

記念事業として実施した「草津未来ＳＤＧ

ｓ Ａｗａｒｄｓ」について報告し、今年度

取り組んでいる調査研究の計画内容を報告

しました。 

参加者からは、「人口推計の実施方法は

様々で手法により結果が異なると思うが、

今回推計を行う際に迷ったことや悩んだこ
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【参加(報告)機関】 

・大阪府 大阪産業経済リサーチセンター 

・豊中市 とよなか都市創造研究所 

・公益財団法人尼崎地域産業活性化機構 

・草津市 草津未来研究所 
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とはあるか。」、「推計時に学生の異動はどのようにみているのか。」等、人口推計の手法に関す

る質問をいただきました。 

他参加者からは、スノーボール・サンプリング法による実態調査を行った『生活圏とオーバーツ

ーリズム』に関する調査研究結果や、家庭 SES と学力について相関分析等を行い確認した『豊中市

の子どもの学びと育ちに関する総合的な調査研究Ⅱ』に関する報告等をいただきました。 

今年度は「健幸創造都市草津の実現に向けたスマートシティの推進に関する調査研究」と「草津

市における買い物弱者の実態と支援策に関する調査研究」を行っています。他の自治体シンクタン

クと情報交換、交流を行いながら、草津市での自治体シンクタンクとしての役割を果たせるよう努

めていきます。 

 

【参考】 

関西・自治体シンクタンク情報交流会

生活圏とオーバーツーリズム

豊中市の子どもの学びと育ちに関する総合的な調査研究Ⅱ 


